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新型コロナウイルス感染症流行下における通いの場支援方法および
活動状況の変化

コロナ禍において、介護予防担当課が通いの場
（いーばしょ）29団体に対し提供した支援と、
月別での活動団体数および新規立ち上げ団体
数との関係を検討する。

目

的

• 2020年4月～2022年3月の支援内容・活動状況を集計した。

• 支援内容は、支援を行った職員が電子ファイルに支援内容を記録し、
各支援の提供回数を集計した。

• 活動状況は、各団体への電話等による調査を計14回実施した。

• 市担当職員と保健師・社会福祉士・ケアマネなどの専門職員が一体となり、
通いの場運営者と密に連絡を取り合いながら支援を行った。

• 活動自粛依頼をした期間は活動割合は０％であったが、第6波前の令和3年
12月には、24団体(88.9％)が活動を再開した。

• コロナ禍でも6団体が新規に立ち上がった。

1) 都留市長寿介護課 2) 東京医科大学 3) 埼玉県立大学 4) 明治安田厚生事業団体力医学研究所
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• 活動再開時に、保健師が感染予防指導を行い、感染予防物資を配布した。
• 見守りが必要な参加者について、必要に応じて専門職が介入し支援した。

• 全団体の活動内容を掲載した『もっと。ずっと。元気』冊子を作成し、市内全戸に配布した。
• 団体役員が集う連絡会を開催し、意見交換を行った。

COI開示：演題発表に関連し、発表者らに開示すべきCOI関係にある企業などはありません。

具体的な支援方法

■コロナ禍における「いーばしょ」対応時系列（R2.4月～R4.3月）


